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 ディスプレイ色域増大のため狭帯発光の蛍光体が求められている。発光半値幅など Eu2+蛍光体

の発光特性は発光中心の局所構造に大きな影響を受けることから、我々は既知狭帯蛍光体の発光

中心の局所構造と類似の局所構造を持つ物質を蛍光体母体として用いる研究を進めている。これ

までに、局所構造間の類似度を定量的に求める手法を開発し[1]、ICSD から抽出した局所構造間の

類似度を 2 次元散布図として可視化する手法で、立方体に近い 8 配位局所構造の既知狭帯蛍光体

を参照構造として新狭帯蛍光体を探索、開発した[2]。異なる配位数、歪んだ局所構造からでも狭

帯発光は観測されている。本発表では、歪んだ 12 配位構造を持つ狭帯発光の硫酸塩蛍光体

BaSO4:Eu2+の局所構造に注目した。 

 12 配位構造を持つ物質を ICSD から取得し t-SNE を用いて 2 次元散布図としたものを Fig.1 に

示す。12 配位で対称性の高い立方八面体から離れたところに BaSO4の Ba が位置しており、その近

傍に Na2Cs2Sr(B9O15)2の Sr 位置が存在し類似局所構造と判断された。Na2Cs2Sr(B9O15)2:Eu2+の粉末

合成を試みたところ不純物を含む生成物のため、Na2Cs2Sr(B9O15)2:Eu2+の単粒子を採取して評価を

行なった。Na2Cs2Sr(B9O15)2:Eu2+単粒子は Fig.2 に示すようにピーク波長 417nm、半値幅

26nm(1497cm-1)の狭帯発光を示した[3]。 
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Fig.1 2D t-SNE plot of 12 coordinated local structures. 

 

 

 

 
 

Fig.2 Emission spectrum of Na2Cs2Sr(B9O15)2: 
Eu2+ particle (λex= 297nm). 
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